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「心をひとつに」共に進もう　復興あさひ
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主な内容

第３次旭市行政改革アクションプラン（素案）
への意見募集･･････････････････････････ 2
漏水の早期発見と対応を･･･････････････ 3
子育て支援サービス････････････････････ 4

2015
No.232

　目の前には、鬼に見立てたペットボトルがずら
り。豆代わりのボールを投げると、次々に倒れて
いきました。　（２月３日／つどいの広場ハニカム）

「それ行け！」鬼退治 節分

今年は
合併10周年



意
見
の
募
集
内
容

　
第
３
次
旭
市
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン（
素
案
）に
つ
い
て

提
出
で
き
る
人

●
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

●
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す

る
個
人
や
法
人
そ
の
ほ
か
の
団
体

●
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

●
市
内
に
通
学
し
て
い
る
人

●
募
集
内
容
に
直
接
的
な
利
害
関
係

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

募
集
期
間

　
２
月
23
日
（月）
〜
３
月
９
日
（月）

資
料
の
公
開
・
意
見
の

記
入
様
式
の
配
布
場
所

　
行
政
改
革
推
進
課
、
各
支
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
意
見
は
、

任
意
の
様
式
で
も
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

提
出
方
法

　

必
要
事
項（
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
年
齢
、
性
別
、
市
外
か
ら
の

在
勤
・
在
学
の
人
は
勤
務
先
ま
た
は

通
学
先
の
名
称
と
所
在
地
、
利
害
関

係
を
有
し
て
い
る
人
は
そ
の
内
容
）

と
意
見
を
記
入
し
、
持
参（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）、
郵
送（
締
め
切
り
日

の
消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ

ん
。
ま
た
提
出
さ
れ
た
意
見
の
原

稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

意
見
に
対
す
る
回
答

　
受
け
付
け
し
た
意
見
に
は
市
の
考

え
方
を
付
し
て
、
個
人
な
ど
が
特
定

で
き
な
い
よ
う
に
し
た
上
で
公
表
し

ま
す
。

※
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

行
政
改
革
っ
て
？

　
国
や
地
方
の
行
政
機
関
の
組
織
や

機
能
を
改
革
す
る
こ
と
。
財
政
事
情

や
社
会
変
化
に
対
応
し
た
、
組
織
の

合
理
化
や
事
務
の
効
率
化
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
略
し
て
行
革
と
呼
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指
し
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、
改
革
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の
筋
道
と
な
る
、
第
３
次
旭
市
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン（
素
案
）を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
２
８
９
︲
２
５
９
５

旭
市
二
の
１
９
２
０

行
政
改
革
推
進
課
行
政
改
革
推
進

班

☎
62
︲
５
３
４
５

d 
63
︲
４
９
４
６

gyokaku@
city.asahi.lg.jp

行
政
の
効
率
化
を
図
る「
あ
な
た
の
声
」を

第
３
次
旭
市
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
素
案
）へ
の
意
見
募
集
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漏
水
の
兆
候
を
チ
ェ
ッ
ク

●
特
に
理
由
が
な
い
の
に
、
使
用
水

量
が
増
え
て
き
て
い
る
。

●
蛇
口
を
よ
く
閉
め
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
水
が
垂
れ
て
い
る
。

●
水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
、
蛇

口
な
ど
に
耳
を
当
て
る
と

「
シ
ュ
ー
」
と
音
が
す
る
。
ま
た

は
宅
内
か
ら
側
溝
な
ど
に
排
水
し

て
い
る
。

●
水
道
管
を
埋
め
て
あ
る
付
近
の
地

面
や
壁
面
な
ど
が
湿
っ
て
い
る
。

●
給
湯
設
備
な
ど
の
配
管
か
ら
水
が

流
れ
出
て
い
る
。

●
水
洗
ト
イ
レ
の
水
を
流
し
て
い
な

い
の
に
、
水
が
流
れ
て
い
る
。

漏
水
時
の
対
処
方
法

　

応
急
処
置
と
し
て
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
右
に
回
し
、

水
を
止
め
ま
す（
写
真
①
参
照
）。

【
蛇
口
か
ら
漏
水
し
て
い
る
場
合
】

　
旭
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
旭
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

【
水
洗
ト
イ
レ
や
給
湯
設
備
な
ど
か

ら
漏
水
し
て
い
る
場
合
】

　
器
具
に
止
水
栓
が
あ
れ
ば
、
水
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
器
具
の
修
理
や
交
換
は
、
取
り
付

け
た
業
者
、
ま
た
は
旭
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

【
第
一
止
水
栓
か
ら
宅
内
側
の
配
管

で
漏
水
し
て
い
る
場
合
】

　
旭
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
費

用
は
、
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
第
一
止
水
栓
と
は
、
道
路（
本
管
）

側
か
ら
宅
内
に
向
か
っ
て
最
初
に

あ
る
止
水
栓
の
こ
と
。
第
一
止
水

栓
か
ら
本
管
側
、
ま
た
は
道
路
上

で
漏
水
し
て
い
る
場
合
は
、
水
道

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
は
？

　
家
庭
の
給
水
装
置（
水
道
管
）は
、

皆
さ
ん
の
財
産
で
あ
り
、
自
分
で
管

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
し
漏

水
で
通
常
よ
り
請
求
が
高
額
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
水
道

メ
ー
タ
ー
で
計
量
し
た
水
量
に
対
す

る
料
金
は
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
次
の
全
て
の
条
件（
①

と
②
）を
満
た
す
場
合
の
み
、
一
部

減
額
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
地
下
や
壁
内
、
床
下
の
漏
水
で
、

地
表
や
外
観
か
ら
は
確
認
で
き
ず
、

流
水
音
な
ど
も
な
い
な
ど
、
発
見

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
。

②
漏
水
発
見
後
、
速
や
か
に
旭
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡

し
、
修
理
を
し
た
、
も
し
く
は
修

理
を
依
頼
し
て
い
る
な
ど
、
適
切

な
管
理
を
行
っ
て
い
る
場
合
。

※
右
記
の
条
件
を
満
た
し
て
も
、
次

の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
給
水
装
置
を
損
傷
さ
せ
て
漏
水
し

た
場
合
。

●
無
届
け
で
給
水
装
置
の
改
造
を

行
っ
た
場
合
。

●
市
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
工
事

業
者
が
修
理
し
た
場
合
。

●
井
戸
水
の
配
管
を
水
道
に
切
り
替

え
て
使
用
し
て
い
る
場
合
。

　
最
近
「
水
道
の
使
用
水
量
が
増
え
て
い
る
が
、
水
道
管
の
漏
水
で
は
な
い

か
」
と
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
漏
水
は
、
初
め
は
わ
ず
か
な
量
で
も
次
第
に
多
く
な
り
、
料
金
も
高
額
に

な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
63
︲
８
８
８
１

水
道
課
工
務
班

☎
63
︲
８
８
８
２

写真①右へ止まるまで回す

  
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
で

 
漏
水
の
早
期
発
見
と
対
応
を

漏水の発見方法

家の蛇口を全て閉め、トイレや給湯設備など
で水を使用していないことを確認します。

パイロットが少しでも回っていれば、どこか
で漏水しています。旭市指定給水装置工事事
業者に修理を依頼しましょう。

メーターボックスを開け、メーターのふたを
開けます。

1

2

3

パイロット
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が異なっていることも確認できます。
　これらの施設には、利用者数や市の負担額に大きな差
異が生じていることから、維持管理費などのさらなる効
率化を進めるほか、今までどおり保有し続けるのかなど、
施設の在り方を検討していきます。

　今回は、屋外スポーツの場として多くの市民に利用さ
れている野球場と庭球場の現状を紹介します。
　市内には専用野球場が５か所、庭球場が４か所（コー
ト14面）設置されています。それぞれの年間利用者数を
比較すると、野球場で最も多いのは旭スポーツの森公園
野球場の11千人、最も少ないのは干潟さくら台野球場
の3.6千人と、３倍以上の開きがあります。庭球場で最
も多いのは、旭スポーツの森公園庭球場の18千人、最
も少ないのは干潟さくら台庭球場の0.3千人と、コート
１面当たりで比較すると約20倍の開きがあります。
　施設の維持管理や運営に掛かる費用を基に、施設利用
１回当たりの市の負担額を算出すると、利用者１人当た
り野球場では約720円、庭球場では約350円の税金が投
入される計算になります。また施設によって市税投入額

みんなで考える
未来の公共施設

第７回

スポーツ施設運営に掛かる費用と利用状況②

行政改革推進課行政改革推進班(☎62-5345)

乳
幼
児
紙
お
む
つ
購
入
券

　
１
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
人
に
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
月

額
３
、０
０
０
円
分
の
紙
お
む
つ
購

入
券
を
支
給
し
ま
す
。

　
市
内
の
指
定
取
扱
店
で
、
紙
お
む

つ
を
購
入
す
る
際
の
代
金
の
一
部
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

出
産
祝
金

　
１
年
以
上
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
人
で
２
子

以
上
を
養
育
し
、
第
３
子
以
上
を
出

産
し
て
養
育
す
る
父
母
に
20
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

　
市
税
や
保
育
料
に
滞
納
が
あ
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

　
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
に

掛
か
る
医
療
費
の
、
全
額
ま
た
は
一

部
を
助
成
。
保
険
診
療
で
の
通
院
・

入
院
・
調
剤
の
自
己
負
担
額
が
、
無

料
ま
た
は
通
院
で
１
回
３
０
０
円
、

入
院
で
１
日
３
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
通
院
は
、
市
単

独
の
支
援
と
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
保
育
料
第
３
子
以
降

無
料
化

　
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
３
人
以
上

い
る
世
帯
の
、
第
３
子
以
降
の
保
育

所
保
育
料
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
第
３
子
以
降
就

園
補
助
金

　
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
３
人
以
上

い
る
世
帯
の
、
第
３
子
以
降
の
幼
稚

園
の
入
園
料
、
保
育
料
、
給
食
費
を

全
額
補
助
し
て
い
ま
す
。

つ
ど
い
の
広
場
ハ
ニ
カ
ム

　
市
役
所
南
分
館
２
階
に
設
置
。
乳

幼
児
を
持
つ
保
護
者
た
ち
が
気
軽
に

集
い
、
子
育
て
に
関
す
る
不
安
な
ど

を
語
り
合
っ
た
り
相
談
し
た
り
で
き

る
ほ
か
、
乳
幼
児
の
遊
び
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
る
「
子
育
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
も
常
駐
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

☎
62
︲
８
０
１
２

庶
務
課
庶
務
班（
私
立
幼
稚
園
第

３
子
以
降
就
園
補
助
金
）

☎
55
︲
５
７
２
１

　
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
体
制
や
保
育
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
市
独
自
の
主
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
な

お
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●

利用者数と利用１回当たり市税投入額

※平成19〜24年度の平均（平成23年度を除く）。

0

0.5

1.0

1.5

2.0

0

400

800

1,200

1,600
年間利用者数
利用１回当たり市税投入額

野　球　場 庭　球　場

（万人） （円／人・回）

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

子
育
て
世
帯
を
応
援
！

旭
ス
ポ
ー
ツ
の
森
公
園

野
球
場

海
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
動
公
園
野
球
場

海
上
野
球
場

飯
岡
野
球
場

干
潟
さ
く
ら
台
野
球
場

旭
ス
ポ
ー
ツ
の
森
公
園

庭
球
場（
６
面
）

旭
文
化
の
杜
公
園

庭
球
場（
３
面
）

飯
岡
庭
球
場（
３
面
）

干
潟
さ
く
ら
台

庭
球
場（
２
面
）
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当たり前のことを当たり前にやる！�
〜秋田県大仙市から学ぶ〜
　本市小中学生の学力向上に役立てようと、昨年11月
に秋田県大仙市を視察。文部科学省が行う全国学力・学
習状況調査で常にトップレベルの成績を収める、秋田県
小中学校の学習指導や家庭学習の状況を調査してきまし
た。

大仙市の家庭・子どもの特徴はこれだ！
１　当たり前のことを当たり前にやる
　学校に行ったら授業中は勉強する、家に帰ったら宿題
や自主学習をやる「当たり前のことを当たり前にやる」と
いう学習に向かう基本的な姿勢ができていました。「秋田
県の家庭では、親が言わなくても自分から家庭学習を始
める」との声が聞かれました。「学びは大切だ」という意識
が、小さいころから子ども本人だけでなく、家庭にも十
分に浸透している様子でした。
２　「ひと勉」で学習習慣
　では、家庭での学習習慣はどう習得されていくのか。
キーワードは、宿題とは別に行う「一人勉強ノート（通

め、負担にはならないとのことでした。
　各小中学校の学級では、毎日のひと勉から「これは！」
と思うものを掲示し紹介します。友達の優れたひと勉を
児童生徒が目にすることで、学習内容のレベルアップも
図られ、学習習慣が学級の全員に定着していく様子が見
られるとのことでした。
３　入学前から集中力アップ
　保育所や幼稚園に通うころから、家庭で保護者が本の
読み聞かせを行うそうです。本の内容を想像しながら聞
くことで、集中力が身に付き、学習の基礎となる読書力
が習得されていくとのことでした。また親子の会話の時
間を多く取り、人の話を集中して聞く態度を身に付けさ
せたり、自分の話を聞いてもらえる喜びを味わわせたり
しているそうです。これは、授業では話をしっかり聞く
という学習態度の基礎・基本につながります。

旭市の取り組み「学力向上リーフレット」を発行

称：ひと勉）」です。小
学校１年生の後半から
始めるそうです。
　基本的な考え方とし
ては「とにかく毎日や
る」「学習内容を自分
で考える」の２点。子
ども自身ができる範囲
で学習内容を決めるた

　教育委員会では、家庭
学習としての「自主学習
（自学）」の取り組みを重
視しています。各小中学
校を通して、児童生徒が
いる家庭に学力向上リー
フレットを配布しまし
た。
　家庭と学校とで協力し
て、子どもの学習環境を
整え、その習慣を確立し
ていきたいと考えていま
す。ひと勉を掲示 学力向上リーフレット

　干潟地域に大原幽学記念館があることはご存知のこと
と思います。農村指導者として有名な幽学先生は「換

かん

子
し

教育」というユニークな子育て法を提唱した人物でもあ
ります。これは、７〜15・6歳の子どもを対象に、１〜
２年かけて一人の子どもを数軒の家で育てるようにした
ものです。自分の子も他人の子も区別しないで育てて
いこうという信念の下、19か条の子育ての心得を掲げ、

その実践を促しました。その一部を紹介します。
●子どもには愛情をかけよ。
●口で教えると口で覚えるので、行いを示して教えよ。
●食事について意地汚くならないように心掛けよ。
●子どもに人の悪口を話させるな。
●人に呼ばれたときは、必ず返事をさせよ。
　150年以上も前のことですが、現代にも通じる内容で
はないかと思います。
　本校は創立140年目を迎えた、全校児童数81名の小
さな学校です。保護者や地域の方々から物心両面にわた
るご支援をいただき、どの子も素直で元気いっぱいに過
ごしています。また学年や男女を問わず仲良しで、学校
全体に心地よい温かさが感じられます。
　こうした学校の雰囲気は、一朝一夕につくられたもの
ではないように思います。幽学先生が活躍したこの地域
だからこそ、今の萬歳小学校が存在するのではないか、
そんなことを考えている今日このごろです。

学びのひろば旭 vol.17
旭市教育委員会

庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）
生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

校長リレーエッセイ

幽学先生の子育て

木村 仁

 
萬歳小学校長
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…申し込み　問…問い合わせ

銚子税務署の申告書作成・相談会

日時／２月16日（月）〜３月26日（木）
午前８時30分〜午後４時　※土・日
曜日を除く。
場所／銚子商工会館１階
費用／無料
申告期限／●所得税、復興所得税、贈
与税：３月16日（月）　●消費税、地
方消費税：３月31日（火）
持ち物／源泉徴収票、印鑑、筆記用具、
計算器具など
銚子税務署（☎0479-22-1571）

切り口を彩り、食べて楽しむ
「旭昇塾太巻き寿司教室」
日時／２月27日（金）　午前９時30分
〜正午
場所／第二市民会館
対象／市内在住・在勤の人
定員／20人
費用／500円（材料費）
申込期限／２月23日（月）

旭昇塾事務局（☎68-1174・農水
産課振興班内）

第二市民会館講座
「簡単！スウィーツ作り」
日時／３月19日（木）　午前10時〜午
後１時
場所／第二市民会館
対象／一般成人
定員／20人
費用／1,000円（材料費）

第二市民会館（☎63-8755）

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料相談会を開催
日時／２月27日（金）　午後１時〜５
時　※要事前予約
場所／第二市民会館
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者

ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-37-6844）　※土・日
曜日、祝日を除く。

市税の休日・夜間納税窓口

〈日時〉
●休日納税窓口：２月22日（日）　午
前８時30分〜午後５時
●夜間納税窓口：２月25日（水）　午
後８時まで

〈場所〉
　税務課
税務課収税班（☎62-5322）

銚子商工会館

ＪＡ

銚子駅

交番
コンビニ

ロータリー

ハロー
ワーク

来場者専用
駐車場

中
学
校

総武本線 銚子電鉄
至
外
川

至
千
葉

　消費者問題は、悪質商法による契約トラブルだけでは
ありません。事業者が製造・販売した製品の欠陥や不具
合などで、消費者が生命や身体に被害を受けることも重
大な消費者問題です。「リコール」とは身の回りにある製
品の事故の再発を防ぐため、事業者が製品を無償で修理、
回収、交換などを行うことです。

リコール製品で事故が多発
　消費者庁では、製品による火災や死亡事故などの重大
な事故の情報を収集しています。リコールされた身の回
りの製品による重大事故は、毎年100件以上報告されて
います。これは「リコール情報が行き届かない」「リコー
ル製品と知っていても重大さを理解せず、使用し続けて
しまった」ことによるものと考えられます。
リコール情報を入手するには
●新聞や折り込みチラシで確認
　多くは、新聞の社会面に掲載されたり、事業者のチラ
シやホームページなどで公表されたりします。
●メーカーへのユーザー登録
　商品を購入した際に、メーカーにユーザー登録を行う

ことや、販売店の会員になることでリコール情報が届く
仕組みになっていることもあります。
●�消費者庁「リコール情報サイト（http://www.recall.
go.jp/）」を確認
　食料品、家電製品、住居品など、幅広い製品を対象と
しています。分野別やキーワード検索で必要な情報を探
すことができます。
●消費者庁「リコール情報メールサービス」を利用
　リコール情報サイトにメールアドレスを登録すると、
新規登録情報を受け取ることができます。通知内容を高
齢者向け、子ども向けに選択することもできます。
アドバイス
　痛ましい事故を防ぐには、消費者が日ごろから積極的
にリコール情報を収集し、適切な行動をすることが必要
です。リコール製品と分かったらすぐに使用を中止して、
メーカーなどに連絡しましょう。
旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話

（☎62-8019）

身の回りのリコール製品に注意しよう

消費生活センター

ほっと通信 Vol.47

案内図
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くらしのインフォメーションi

「奥村愛ヴァイオリン・リサイタル」
ピアノ＆弦楽四重奏スペシャルコンサート
日時／３月１日（日）　午後２時〜４時
場所／東総文化会館大ホール
出演／奥村愛（バイオリン）、前田尚徳
（バイオリン）、山田那央（ビオラ）、奥
村景（チェロ）　※旭市出身のピアニス
ト實川風

かおる

さんもゲスト出演。
入場料／一般3,000円、学生2,000円
※全席指定、未就学児の入場不可。
東総文化会館（☎64-2001）

お知らせ
Information

春の火災予防運動を実施
「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」
　３月１日（日）〜７日（土）に、春の火
災予防運動が実施されます。春先は空
気が乾燥し、１年で最も火災が発生し
やすい季節です。就寝前や出掛ける前
には、火の元を確かめましょう。
　また住宅用火災警報器の取り付けが
済んでいない家庭は、早めに取り付け
ましょう。
消防本部予防課（☎63-5356）

春の火災予防運動に併せて
「防火ポスター展」   

　火災予防運動に併せ、小中学生を対
象としたポスター展を開催しています。
期間／２月25日（水）まで　※優秀作
品は、２月28日（土）〜３月６日（金）
まで市役所本庁舎ロビーに展示。
場所／●旭地域：東総文化会館　●海
上地域：海上公民館　●飯岡地域：い
いおかユートピアセンター　●干潟地
域：干潟公民館
消防本部予防課（☎63-5356）

共に意識を高めよう
防犯講演会を開催
日時／２月20日（金）　午後６時〜
場所／旭市商工会館３階大研修室
内容／千葉県警察本部と旭警察署によ
る講演、防犯パトロールの情報交換な
ど
旭市エンジョイパトロール隊・林

（☎63-0246）

市営住宅の入居者を募集します

募集期間／２月16日（月）〜27日（金）
※土・日曜日を除く。
〈募集住宅〉
●みどり住宅（ニの5665）
　２ＤＫ（36.52㎡）、簡易耐火平屋建
て、昭和45年度建設…１戸
●香取住宅（鎌数5146）
　３ＤＫ（44.90㎡）、簡易耐火平屋建
て、昭和50年度建設…１戸
　２ＤＫ（41.57㎡）、簡易耐火平屋建
て、昭和51年度建設…１戸
●下永井団地（飯岡3491）
　３ＤＫ（44.30㎡）、中層耐火４階建
て、昭和46年度建設…１戸　※単
身世帯は不可。
●鏑木住宅（鏑木2669-2）
　３ＤＫ（71.00㎡）、木造２階建て、
平成９年度建設…１戸　※単身世帯
は不可。
申し込み方法／財政課や各支所にある
所定の用紙に必要事項を記入し、必要
書類を添えて提出してください。 ※申
し込み（入居）には、一定の条件があり
ます。東日本大震災で「滅失した住宅」
に居住していた場合は、入居資格の特
例措置の対象となります。

財政課管財営繕班（☎62-5315）

救命技術のステップアップに
「上級救命講習」
日時／３月15日（日）　午前８時45分
〜午後５時
場所／いいおかユートピアセンター２
階潮騒ホール
対象／普通救命講習（３時間）受講済み
の人　※市外で受講済みの人も可。
定員／30人
費用／無料
申込期限／３月５日（木）
申し込み方法／旭消防署・各分署にあ
る申請書に必要事項を記入し、提出し
てください。 ※申請書は市ホームペ
ージからもダウンロード可。定員を超
えた場合は受講歴がない人を優先。
持ち物／普通救命講習修了証

旭消防署救急班（☎63-0119・代
表）

蔵書点検のため休館します
市図書館と海上公民館図書室

期間／●市図書館：２月26日（木）
〜３月３日（火）　●海上公民館図書
室：２月18日（水）
市図書館（☎62-2560）

募集
Recruitment

臨時職員（学校図書館司書）

募集人数／若干名
要件／図書館司書の資格を持ち、公立
図書館などで３年以上の実務経験があ
る人
勤務場所／市内小中学校
期間／４月１日（水）〜９月30日（水）
※土・日曜日、祝日を除く。
勤務時間／午前８時30分〜午後４時
30分
申込期限／３月６日（金）必着
申し込み方法／履歴書（写真添付）を郵
送または持参してください。

〒289-2604　旭市高生１　学校
教育課学務班（☎55-5724）

催し物
Events

キーワードを集めて景品を当てよう！
「リアル宝探し」
　飯岡地域内に隠されたキーワードを
集めて、景品を当てよう。
日時／２月22日（日）　午前10時〜午
後２時　※荒天中止
場所／いいおかみなと公園
費用／無料
ヒントの地図の配布場所／市役所本
庁、市民会館、海上公民館、いいお
かユートピアセンター、干潟公民館、
青年の家、総合体育館　※２月20日
（金）から配布。タカラッシュのホー
ムページ（http://www.takarush.jp/
promo/iioka/）からもダウンロード
可。
飯岡観光協会（☎62-5338・商工観

光課観光班内）
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　旭市の野菜で、ダイコンはキュウリ（１位）に次ぐ収穫量。･
一年を通して出回りますが、冬産はみずみずしく甘味が増し
ます。葉は緑黄色野菜でビタミンＡやＣを豊富に含むので、
捨てずに利用しましょう。
※�収穫量は、農林水産省のホームページ（http://www.maff.
go.jp/）の統計情報「わがマチ・わがムラ」より。

VOL.61 大根と油揚げのあっさり煮

①�ダイコンは皮をむいて８等分の輪切りにし、さら
に４つに切る。ニンジンも皮をむき、食べやすく
切る。
②�油揚げは熱湯にさっとくぐらせて油抜きし、８等
分に切る。
③�鍋にＡを入れて一煮立ちさせ、①を加えて中火で
５分煮る。さらに②を加えてふたをし、火を弱め
て10分ほど煮る。
④しょうゆを加えて火を止め、味を含ませる。
⑤器に盛り、刻んだゆずの皮を飾る。

作り方

【２月１日現在】		  前月比　
　人　口	 67,982人　	（▲38人）
　　男	 33,380人　	（▲18人）
　　女	 34,602人　	（▲20人）
　世帯数	 25,190世帯	（▲11世帯）

人のうごき

【１月の移動】
　転入　184人　　出生　49人
　転出　189人　　死亡　82人

火災
【１月】　　　　  平成27年の累計
　建物火災	 3件	 （3件）
　そのほかの火災	4件	 （4件）

交通事故
【１月】　　　  平成27年の累計
　事故件数	 170件	 （170件）
　死亡者数	 1人	 （1人）

データシート

おい
しく食べよう

簡単・ヘルシーレシピ

旭産

平成27年２月15日発行［毎月２回 １日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
〒289-2595 千葉県旭市ニの1920番地　☎0479-62-1212（代表）

旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）
フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

ダイコン･･･････････ 1/2本
ニンジン･･･････････ 1/2本
油揚げ･･･････････････ ２枚
しょうゆ･････････ 小さじ２
ゆずの皮･････････････ 少々

材料 （４人分）

A

　だし汁･･･････････ 600㎖
　酒･････････････ 大さじ２
　みりん･････････ 大さじ２
　塩･･･････････ 小さじ1/2 問旭市保健推進員協議会(☎63-8766・健康管理課

予防班内)

飯岡地域の海岸沿いを通ると、季節の花木が植えら
れた花壇を目にする。そこは東日本大震災で、空

き地や荒れ地になってしまった一角。コミュニティーガー
デンと名付けられ、こう添えられている。「伝えよう子ど
もたちの笑顔のために」――。
　企画をしたのは、花と緑で旭を元気にするプロジェク
ト協議会。復興に向け「花を咲かせて笑顔を」と活動する。
千葉大学園芸学部との植栽をきっかけに始めた、冒頭の
花壇造成のほか「もしもに備えて」と、高台の刑部岬へ通
ずる遊歩道の清掃作業なども行っているそうだ。
　新たなコミュニティーがつくられつつある。「花を植え
たり掃除をしたり、地区の区長さんや住民の方々が協力
してくれる。地元の小中学生も参加してくれ、輪が広が
ってきています。市外からも応援があります」と。また

未来へとつなぐ　
花と緑が

戸井 穰
ゆたか

さん（飯岡）

花と緑で旭を元気にするプロジェクト
協議会会長

１人分の栄養価　エネルギー62kcal、塩分1.2ｇ

【みんなの力で！　旭市海岸減災林3,000本植樹祭】
日時／３月８日（日）　午後２時〜
場所／●式典：いいおかユートピ
アセンター　●植樹：飯岡海岸
定員／500人
申込期限／２月20日（金）

企画政策課企画調整班（☎
62-5307）

キラリあさひ人キラリあさひ人
まちの主人公は「ひと」。

さまざまな分野からキラリ輝く人を

ピックアップし、紹介します。
vol.44

中学生の「参加して良かった」との手紙に涙。「人と人を結
ぶ絆は大切」と、あらためて実感させられたという。
　協議会は昨年末、ちばコラボ大賞（千葉県知事賞）を受
賞した。地域の課題解決に向け、連携して取り組む事例
に贈られる賞だ。「多くの皆さんのおかげです。ただ復興
は道半ば。活動を次につなげていくために、広く呼び掛
けていく工夫が必要」と、感謝と課題を口にする。そし
て「子どもたちが親になって“ここは昔、お父さんやお母
さんが花や木を植えてね”と話せる日が来たらいい」と、
海がある方向を見つめた――。
　間もなく、あの震災から４年がたとうとしている。
行政へ一言！
　震災の恐ろしさを後世に継承していくことと、防災意
識の高揚を図る策を、しっかりと進めていただきたい。


